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5９ 

沖縄県久米島具志川村における海外出移民

－特に中南米移民一の特性について

西川大二郎

１．はじめに－問題の設定と所在一

本報告は，沖縄県久米島共志川村における館２次世界大戦前における海

外出移民の社会的経済的出身階層とその行動様式の分析をとおして，第２

次世界大戦iiiにおける日本の海外移民の社会経済的特`性の一部を明らかに

することを目的としている。

上記の|=|的にしたがった具志)Ⅱ村の調査は，具体的には，まず，法政大

学久米ﾉﾙ総合調査に参加した際に始められた。その結果は，「久米島の海

外山移民の社会経済的特性」（『沖縄久米島の総合的研究』弘文堂，1984年，

ＰＰ５７～90）として，すでに発表した。

まず，日本の海外出移民の問題は次の三点に整理することができよう。

それは，１.移民が析出されてくる社会経済的背鼠の問題，２．「移民」に対

するイメージの時代的変化の問題，３.移住先における移住者ないし移住者

集団の状況，つまり移住先社会に対する適応（非適応をも含む）の問題お

よびそこにおける様々な集団と意識の形成のⅡＩ題である。上記の調査にお

いては，特に第一の問題に焦点を当てた。

第一のIHj腿について見ると，日本のlﾘj治以降の出移民の社会経済的条件

は，日本の資本主義の発展と関わらせて，｜)M国，農民層の分解，貧困層の

創出，過剰人口（は象だし者)，移民という理解があるが，移民現象は，

それほど111純なものとは考えられないし，またこのような単純な理解は，

移民に対して一方的にlWfいイメージを創り上げる役割をも果たしている。

（例えば，文学作品であるが，石)Ⅱ達三『菅tjuに代表される移民像)。

われわれとしてば，日本の明治以降の出移民現象を，日本の資本主義の発
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辰と関わらせて性急に一般化するのではなく，時代的，地域的状況に即し

た具体的事実から改めて出移民現象を考察する立場に立っている。前回の

調査の結果，久米島の中南米方面への出移民の出身階周は，一般に指摘さ
れているように貧困周からのものでなく，どちらかというと上層に属する

ものであることが推定された。

しかし，久米島には移民関係の公的に総理された資料はなく，したがっ

て，前回の調査においては，まず現地における役場の'１１戸籍から出移民者

の名前を渉猟し，さらに関係者からの聞取りによってそれを補強しなが

ら，調査のための段１Ｍi礎になる移住者の名簿作成という作業から始め

なければならなかった。その上，調査ｊ０ｌ間の制約もあり，対象地域を，久

米島内の２村（Ｉ１ｌ１里村・具志)||村）の中の後者，さらに具志川村内14部落

（字）のなかで仲村架・具志)||・{１'１地・山里の４部落（字）に限定して，

調査を行なわざるをえなかった。したがって，上記の結論を導くには，実

証する資料が充分だったとは思えない。

今回の調査は，基本的には，その方法を同じくしている。ただし，対象

地域を具志川村内の14の字のすべてに拡大した。

また，久米島においては入手できなかった（具志川村の人々は誰も手元

に持っていなかった）『具志川尋術高等小学校50周年記念誌』昭和９年発

行を，かつてペノレーに移住し，引揚げて現在沖縄本島に居住している人と

イソタヴューした際に，見ることができた。そして，その資料のコピーを

入手することができた。（島内居住者の場合，公的機関を含めてこの記念

誌を保存していなかったということは，それ自体一つのＩｌＩｌ題として取上げ

ることができよう）。この資料の'二'１には，当時の時点において，卒業生の活

動状況として卒業生の名簿が掲戦されている。それによると，前調査で知

れた男子成人として50名弱のハワイ・ペルー・ブラジル移住者に力Ⅱえて，

さらに30名弱の成人ﾘj子移住者名がlﾘ化かになった。

これに加えて，旧土地名寄台'帳のＩｌＭ覧，村内および村外在住の移住関係

者とのイソタヴューの迫力Ⅱ，現大岳小学校（|日具志川尋常高等小学校）お

よびチソペー（島の#''１社）への在外者による寄付行為についての幾分の資

料の収集などを行なうことができた。
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2．久米島の出移民の歴史的・地域的特性

（１）久米島の概観

久米島は，沖縄本島那覇の西方約１００キロメートルにあり，周囲約48キ

ロメートル，面積約62平方キロメートルの島である。現在は，久米島フェ

リーが那覇からの定期航路（約２時間半）を持ち，また南西航空が定期便

（飛行時間25分）を飛ばしている。行政的には，島の東半を占める仲里村

と西半を占める具志川村の二村から成る。

仲里村は，人口5,365人（昭和50年国勢調査)，宇江城，比屋定，上阿嘉，

下阿嘉，真謝，宇根，真泊，泊，西奥武（西オー)，東オー，謝名堂，比嘉，

真我里，銭田，島尻,111城）儀間の17字（部落）から成り，具志川村は，

人口４，７４４人（同前国勢調査)，仲村菜，具志川，仲地，山里，上江洲，西

銘，久間地，北原，大原，烏島，’'''１１４１，大田，兼城，亮手苅の14字（部落）

から成る。（第１図）

年８月、在）

奎グ

DＵ 

Ｐ 

鞍

第１図久米島概観図（大字・小字別）（1964年８月現在）
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第１表「i/111純県の具志)||村民，（''１１１１村民の，外国，植民地，

県外在住者調（昭和１０年12月末現在)」より，

そ
の
他
県
外

｢１ 
L」 282 

r1 

L」 230 
P1 

LJ 

資料：『i/''１細県史，７，移民』1974年，第14表，節21表，第22表より作成。

第２表第２次世界大戦前における具志川村民および仲里村民
の海外活動者の地域別状況
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仲Ⅲ村’１１１１１－’６１１８１３１２４０１５２１１３１－’１ 345 

資料：具志)||村および仲里村役場資料（調査資料を力Ⅱ工）|鵬沢巌「移民動向から

ふた烏島」、11,縄久米島の総合研究』弘文堂，1984年所収。

（２）出移民村としてのＩｌＩ１里村と共志)||村

このiii者を出移民の村として見た場合，出移民の数は，後者が前者を著

しく_上ｌｎ１っている。回帰性の強いＭ１稼ぎ移民の場合，それを統計的に押え

るのは幾分の困難さがあるが，いくつかの資料が，大すじの傾向を表現し

ている。

第１表は，IlH和10年末における県庁統計による在外者数であるが，単な

る県外在住者においては，仲里村と共志)Ⅱ村とでは，前者の230人に対し

て後者は２８２人とilj者の間に大きな差異が認められないが，当時の外地で

ある台湾，南洋庁については，136人対225人，北米・中南米など外国に

ついては，５９人対162人と大きな懸隔が見られる。（鋪１表）
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第２表は，第２次世界大戦前における海外活動者の傾向を，鴨沢が戸籍

再生資料から推定し作成したものであるが，外地および外国在住者につい

ては，同様の傾向が見られる。そこで，出移民の質的内容に迫るために，

量的に多い後者の具志川村に焦点を絞る。（第２表）

（３）第２次世界大戦前の具志川村.移民の歴史的傾向

具志川村における出移民の歴史的傾向については，既に前回の調査報告

に示した。その中で，第２次世界大戦前における具志川村の出移民を歴史

的に，１.明治末期（明治39年）以降大正初期までのハワイ・中南米向けの

少数の「先覚者」型のものと，２.大正中期以降昭和初期までの出移民の増

大期のものとに分類した。

第１期の出移民の社会経済的条件は，明治32年に公布，施行された「沖

縄土地整理法」（具体的な土地整理が具志川村で行なわれたのは明治34年）

と，それに引続いて明治36年に公布，３７年に施行された「地租条例及び国

税徴収法」を通じて行われた一連の近代的土地所有制度の展開と考えるこ

とができる。つまり，「間切」を単位とした，具体的には「地割替」（｢土地

割替制｣）によって表現される「村落共同体」的土地保有形態から，個人的

土地所有を基礎とする近代的土地所有への転換がある。その過程で地租は

金納化されたが，それまで「間切」を単位としていた滞納国税が個人の責

任に転化されるようになった。（この滞納国税問題の打開策として，明治

36～37年の烏島からの移住者の受け入れが，島経済の一時的活性化に意味

を持ったことは，前記鴨沢論文参照)。また，商品経済は進行し，土地の売

買，譲渡，質入れが自由となり，そのことが，「大地持ち」と「貧農」の落

差を生永出すと同時に，村民の「間切制度」からの自由を伴いながら，島

民の他地域への移動の自由を許すようになった。そのような状況に加えて，

明治37年の70年振りといわれた大干害も大きな契機となって，村.の上層部

の個人による「先覚者」型の海外出移民の行動を生んだと考えることがで

きる。

第２期，つまり大正中期以降の出移民の増大期の出移民の社会経済的条

件は，第１の時期に準備された条件の下で，より一層の商品経済の進展が，

具体的には，この島の主産業となった砂糖きび生産によるモノカルチャー

化の拡大として現われ，大正７年までの黒糖の相場の上昇に支えられた砂

糖きび生産の好況，それに続いた大正９年の後半に現れた黒糖相場の急落
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による不況が，大正末期以後島の農村に貧困と過剰人口問題を深刻化させ，

それが，第２の時期の人口流出の基本的条件となったと考えられる。しか

し，人口流出現象は，具体的には，村内における職種，社会経済的階層に

よって現れ方を異にするのは，当然のことである。

以上のような文脈の下に，具志川村の海外出移民，特に第２期の中南米

移民を中心にして，新しく見付けられた資料を用い，また，前回の調査と

異って，調査対象を具志川村の名字にまで拡大して，その特性分析を進め

ることにする。

（４）移民資料としての『具志川尋常高等小学校50周年記念誌』について

具志川村の出移民に関する乏しい資料のなかで，昭和初期の状況を知る

ことができる資料として，『具志川尋常高等小学校50周年記念誌』（昭和９

年）は，極めて貴重なものの一つであると考えられるので，これについて

若干述べておく。

現在，具志川村には，大岳，清水の２小学校と具志)||中学校とがあり，

仲里村と合せて島内に久米島高等学校を持つ。その中で最も古い歴史を持

つのが，大岳小学校であり，その前身が具志川尋常高等小学校である。

大岳小学校の沿革の大要は，次のようなものである。

○明治15年，７月15日認可を得て字西銘屋号学校屋敷というところに23坪

の掘立小屋茅葺建築で，西銘小学校と称した。

○明治21年，字西銘手加門に敷地変更，西銘尋常小学校と改名。この年，

那覇からの大原開墾移住があった。

○明治22年，イ｢'１城簡易小学校分立（具志)||間切の'''１村渠，具志川，仲里間

切の字江城，比屋定で)。

○明治24年，初めて女児の入学があったが，一般に非難せられ半途退学し

た。

○明治27年，日清戦争（８月)。

○明治28年，日清戦争（３月）終む゜仲城小学校復帰する。

○明治29年，女児７名入学。儀間（現仲里村）に久米島高等小学校新設。

○明治31年，徴兵令実施。

○明治35年，４月１１三1具志川尋常小学校と改称。現敷地（'１１里）に校舎移

転。

○明治37年，前年12月20日と当年２月11日と２回の鳥島移住によりその児
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童１１２人本校編入。日露戦争勃発（２月８日)。

○明治38年，日露講和（９月)。１１月志賀重昂代議士来島巡察。

○明治39年,２年制高等小学校が新設ざれ具志川村尋常高等小学校と改称。

○明治41年，義務教育６ヶ年となり，２ヶ年制高等小学校が５，６年とな

り，具志川尋常高等小学校と改称する。

○大正５年，高等科併置。

○大正13年，女子実業補習学校併置。

○昭和４年，女子実業補習学校廃止。

○昭和７年，７月15日，創立50周年記念式典を挙行。

○昭和12年，７月７日支那事変突発。

○昭和16年，４月１日具志)Ⅱ村国民学校と改称。１２月８日太平洋戦争起る。

○昭和19年，１０月10日那覇空襲以来警報令中は休業。

○昭和20年，３月23日１１１１縄戦始まる。４月30日空襲により校舎焼失。６月

２６日米軍仲里村銭田に上陸。６月３日頃米軍本校に駐屯し残存校舎破

壊，校具，重要書類散逸。８月15日終戦。１０月25日名字に分教場を置き

開校。

○昭和21年，大岳初等学校と改称す。

○昭和23年，大岳小学校。学制改革により７年，８年は具志)Ⅱ中等学校に

編入｡

○昭和27年’４月１日琉球政府発足。〈

○昭和42年，５月15日祖国復帰。

したがって，本校は，明治15年（1882年）に創立され，既に100年の歴

史を有している。昭和７年（1932年）に50周年記念式典を行ない，その際，

編集したのが，前記の72ページ_にわたる記念誌である。その内容は，当

時の教職員の写真，はしがき，校訓，教育方針，校歌，記念式次第，祝辞，

祝詞，謝辞等，村長所感，校長回顧，教育功労者氏名，学校沿革大要，創

立以来の主座訓導並校長氏名，昭和８年の教員配置表，具志川学区域学事

（教育）普及状況，児童の作文集の外，簡単な村･勢要覧と郷土民謡集が付

されている。それに加えて，卒業生の活動状況と創立50周年寄付者芳名

が，個人名によって記されている。

ユこの資料は，戦時における校舎の焼失，米軍の駐屯による重要書類の散

逸もあって，学内になく，1982年の100周年記念事業に際して，記念誌編

集関係者が村･内有志に呼びかけていたにもかかわらず，村内の誰からも提
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供を受けることができなかった。先にも述べたことであるが，私が移住関

係者を訪ね歩いている間，ペルーからliT}国して現在沖縄本島に居住してい

た人（{''１村昌全氏）が持っていることを，たまたま知り，その人によって，

その内容を知り，コピーを取ることができたものである。その人は，昭和

初期から戦後まで20年間に亙るペルーでの生活の間これを携えていたもの

であろう，表紙は破損し，中のページも30～33ページ，３７～46ページ（児

童の作文の部分）および70ページ以下が脱落していた。このコピーは，具

志川村･の大岳小学校100周年記念誌編集関係者に届けたが，後にその人に

お会いした時，“－１１１破損の少ないものを別途，といってもやはり現在

ペルーに在住している人から送付を受けたと聞いた。島内になかったもの

を海外在住者が保存していたということは，海外移住者の母村への心的回

帰の状況を表現している一つの珈例として見ることができようか。

（５）『50周年記念誌』の卒業生の活動状況記録から見た具志川村山移民

の状況

『具志川小学校50周年記念誌』内に記録された卒業生の活動状況（在外

者名薄）を，山身字別，渡航先別に整理した表が，（第３表）である。これ

は，昭和８年当時における卒業生の活動状況を示したものである。その総

数は251名である。記念誌内統計で明治15年の創立以来昭和７年までの初

等・尋常科卒業生を概算すると，その数は3,190名でありⅡ昭和８年当時，

まだ成年に達していないと考えられる大正14年以降の卒業生を差引いて

も，約２，０００名の卒業生がいたはずである。（第４表）251名は，死亡者，

状況不Ull者を考慮に入れても，卒業生後のｌ～２割に過ない。しかし，こ

こに記救されている卒業生は，卒業後，＃ｌｊ内（村内）において純粋に家事

（自家農業を含む）に従zl下している者を除いたものであり，島の内外で社

会的に活躍している者という評llliが加えられている。

以上のことを考慮した上で，１１１移民の傾向を捉えると，次の諸点が指摘

できる。

①渡航先別で見ると，外国・外地在住者が５割弱を占め，在島者の約３

割を超えている。それに，ｉ｢１１縄本島在住者，本土在住者が続く。その他

は，八重山３を数えるに過ない。本土在住者の大部分が東京であること

は特徴的である。

②タト国・外地の中を国別地域別に見ると，ペルーが最も多く，ブラジル，
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第３表具志)||尋常高等小学校卒業者の活動状況（昭和８年）

外
国
・
外
地
小
計

南 朝

中
国

沖
組
本

本 合南米
‐L、
にＩ 樺 在八

ブ
イ
リ
ピ
ソ

ア
メ
リ
カ

シ
ソ
ガ
ポ

う
ち
東
京

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

ブ
ラ
ジ
ル

ﾌﾟー

ノレ

軍

満

州

ハ
ワ
イ
ー

；’ 
一

nUJ 島

三
一
、湾祥 鮮 太 １ 士ﾉレ

｜ｌｌ ｌ－－， 

渠
川
地
里
銘
城
田
洲
島
原
原

村
志

江

仲
具
仲
山
西
兼
大
上
鳥
大
北

４
５
５
７
６
８
１
２
５
４
１
 

１
 

１
 

１
 

１
９
８
１
１
９
０
７
１
３
１
 

３
１
３
２
６
１
２
 

２
１
 

６
４
４
７
７
２
７
４
５
９
 

２
１
１
 

１
 

１
 

１
－
７
３
１
６
２
１
 

２
 

１
３
０
５
２
 

２
１
１
 

５
１
１
２
８
 

．
｜
３
’
２
１
 

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

１
１
 

１
３
７
 

１
１
４
１
一
一
１

３ 1 １ 

1１２ 1 １ 

１ 

３
１
 

１ １ １ 

３
３
 １ 1２ 

４ ２ ３ 

一|￣

合計’４１５５１２１２１１２１３１１３１１２１１１１１１１１１５1４１ 251 3１１４１８１７８ 

資料：『具志川尋常高等小学校50周年記念誌」昭和９年発行

第４表具志川小学校卒業者数（昭和７年）

男 計女

明治15～21年

明治22～30年

明治31～39年

明治40～大正４年

大正５～13年

大正14～昭和７年

２０名

38 

304 

466 

518 

570 

名０
０
６
１
７
０
 

４
４
３
５
 

３
４
４
 

２０名

３８ 

３５０ 

８０７ 

９５５ 

１，０２０ 

計 1,916名 1,274名 3,190名

資料：『記念誌』より算出。

南洋，台湾，アメリカ・ハワイが続く。

③出身字別に見ると，活動者数は，西銘が最も多く，仲地，仲村･渠，山

里，烏島，大田，具志川，兼城が続く。ちなみに，当時の字別戸数を場

Hosei University Repository



6８ 

げると，西銘と鳥島が各々１６５戸で最も多く，大田１３０，大原106，’''１

地102,兼城76で，その他は各々50～60戸であった。

④外国・外地に限って見ると，一般的にいえば，「山地」または「上（ア

ギ＝高い所)」の部落と呼ばれる(''１村渠，具志川，イ''１地，１１１里，西銘の諸

部落からは，南米とハワイへの渡航者が多いことが分り，「浜」の部落の

鳥島からは，南洋の在住者が多いことが分る。

（烏島の南洋移民については，'鴫沢巌「移民動向からゑた烏島」『沖縄久米

島の総合的研究』弘文堂，1984年，ＰＰｌ３５～177参照）

以上のことから，昭和初期においては，中南米，ハワイ，アメリカ等の

外国移住は，南洋，台湾等の外地移住とともに，島外への移住の中で，数

の上から見ても，その比重は決して小さくないことが知れる。また，社会

的意味を力Ⅱえると，海外移住は，村内ではより大きい比重を占めることと

なる。

また，「上」の部落に，ハワイ，アメリカ，’1J南米出移民が集中している

ことから，この地域を中心にして，これらの山移民の特性を求めてみる。

3．具志川村の出移民の特性一個別事例を通して－

具志)||の出移民の特性を，まず個別事例を通して見てふよう。参考のた

めに『具志川尋常高等小学校50周年記念誌』に記i成されている在外者名簿

を組替え，それに『久米島具志川村・具志)||部落史』および間取りその他

の資料を力Ⅱえて昭和８年当時の外地および外国居住者名簿を作成し，第５

表として掲げておく。これには，まだ不明のため欠落しているものがある

のは当然であるが，初期の渡航者で，その頃には死亡されていた方も原則

的に含まれていない。また，昭和８年時点で帰国されていた方，および昭

和８年以降に渡航された方も，原則的には記入されていない。例外的に記

録されている場合は，（）を付してある。（第５表）

第５表共志)||村の外地および外国居住者名簿（昭和８年）

字名’姓 名｜渡航先 註

呼寄せの中心初期移民

重信の甥

重光の弟，重信の甥，軍信の養子長男

仲村渠○

○ 

○ illll蕪rli
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４前）１１信醗

５安里昌隆

６安里亀助

７祖根憲康

８祖根宗喜

９祖根忠蔵

１０祖根宗信

１１幸地善吉

１２内里清市

１３１日幸耕吉

１４内里飽吉

１５内里清助

１６１判里清栄

1７（内里清喜）

１８祖根昌朧

1９（山川善源）

２０山川善太郎

２１仲田政輝

２２祖根昌政

２３仲田昌英

２４幸地政吉

２５祖根宗勝

2６（祖根清勝）

２７祖根昌永

２８田幸耕善

２９田幸栄蔵

3０（幸地清洪）

前川加那の長男

安里太良の２男(長男早死で実質長男）

安里次艮の長男

祖根宗真の２男

柧根宗真の８男

祖根宗真の５男呼寄せの中心

祖根術太の３男（上記３名の従兄弟）

？ 

？ 

田幸鍋伊の２男（後にアメリカへ）

内皿加那の３男

内LM1吉の甥（長姉の子）

内LMl,吉の甥（３姉の子）

円型力Ⅱ那の長男初期移民

祖根字志屋２男

？初期移民

111川善源の長男

仲田力[1麻多２男初期移民

祖jlML3男。長男宗春は樺太へ。

？ 

？ 

？ 

祖根宗真の長男

祖根宗真の７男

１１１幸鍋伊の長男

？ 

幸地カメの子，現在サンパウロでスー
パー三粁をもつ。同夫人が久手堅忠誠
（共志川）の叔母

レノ

ル
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
対
同
同
同
同
同
同

ぺ
ゃ
フ

＊
＊
＊
 

＊
●
●
●
●
 

＊
 

。
◎

◇
◇
＊
 ＊ 

3１（祖根宗鴻）

3２（祖根宗寿）

3３（祖根政輝）

ル
同
同

）へ

初期移氏

我謝真牛の２男

我謝政徳の長男

喜納旭丼の２男

喜納他井の３男

7 

久手堅太良の長男

久手堅太良の３男，兄の呼寄せ。

具志川＊

＊ 

○ 

○ 

１我謝政徳

２我謝政行

３喜納福一

４喜納太郎

５喜納福安

６久手堅憲永

７（久手堅太郎）

ル
同
同
同
同
同
同

ぺ

●
●
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◇◎ ８高嶺信行 高嶺亀の長ﾘ)，妻は喜納源勝・栄喜の
姉で，久手堅太郎従姉。峨前に帰国。

喜納源栄の長男

喜納源栄の２列，兄源勝の呼寄せ。

前川カナ長子（字Ｉ１ｌｌ村渠）

？ 

？ 

宮里茄多長男，漕納栄喜の妻の父。

久手堅鍋伊の４列。

戦後昭和36ｲﾄﾞ渡航。高繊信行の長女と
婚姻。

'､ミノレ

。
◎ 喜納源勝

喜納栄喜

前)||四郎

前）I｜日永

前川目文

官１１１勝

久手堅愈栄

(久乎畷忠誠）

ブラジル

同

同

同

同

同

同

同

９
，
，
血
Ⅲ
ｕ
砠
皿

。

◇◎ 

仲地＊

＊ 

ｌ仲村渠凸志 大正３年契約移民としてペルーへ。具
志川村人会会長。

仲村渠昌志の従兄弟，昌志の呼寄せ。

111城昌松の長男。（字山里）

長男。ペルーで死亡。家督は２列の昌
栄が継ぐ

山城３兄弟の艮兄｡Ⅲ]治43年渡航。

111城1(Ｍ:の次弟。兄の呼寄せ。

山城1(Ｍ:の３弟。兄の呼寄せ。

lﾘI袷31年生’11111の(''１村渠景勝の妹と
結婚。仲村渠蛾勝(lllLll3)を呼寄せる

？ 

ペルーで死亡

[ﾘ]治29年L1ilI1Ijj柵多の２男。（字'１１
里）ブラジルで死亡。子孫定藩

大正末期渡航jll((和６ｲ頂カヤオで死亡。

？ 

昌元の長男。親と同行。昭和18年帰国

ペノレ

仲村渠昌壱

山城日吉

租久村日敢

同
同
同

２
３
４
 

５１１１城他ｊＩ：

６１１１城昌睦

７１１１城目次

８１１１Ｌｕ日吉

○
○
○
△
 

司
司
司
司

Ｉ
１
－
－
 

沢砥安栄

仲村粟昌進

１１１原秀郷

同

同

ブラジル

９
ｍ
、

12(佐久川真力Ⅱ良）

1３（保久村目元）

1４（保久村昌永）

１５仲村景恭

１６寓世蝋丹泉

１７嘉手苅景次

ペノレ-

｜司

同

台湾

台湾

台湾(台東）

◇
◇
 

警官

１桐１１１邑次

２桐ＬＩ１邑全

３イ''１村渠ｊｉ(勝

４（('|'村渠昌/(1)

５１１１城昌平

６玉那綱員氏

福型昌勇の２リ]・長兄昌清に男子なし
戦前帰国後死亡。

福里昌清の養子。福Ⅲ目次の呼寄せ。
戦後帰国

景林の長男，妹lWfllu昌吉の呼寄せ

仲地の仲村渠昌志の呼寄せ。仲村渠昌
直の長男,昌志の義弟｡昭和８年に帰国

山城昌松の長男。大正年間渡航。

玉那覇ウシ５列。｝

山里＊

＊ 

△ 

ペノレ一

同

同

同

同(ブラジル）
ペルー● 
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玉那覇昌徳）

上江洲智研

玉那覇ウシ２男。明治26年生大正１０
年頃渡航｜|日和５年本籍地で死亡

上江洲智浩の４男。家族を残し単身大
正１５ｲ1ユペルーからブラジノレへ。昭和３７
年帰国

上江洲智浩の２男。大正９年分家昭
和３年渡航。

大田昌伝３男。大正末家族を残し単身
渡航。

仲村渠昌処の４男。昭和２年カヤオで
死亡

'１１M和８年渡航。ハワイ滋光園僧侶。

戦後渡航。チソベーのトウトウ山里ハ
ツの弟，山城昌平の長女トシと結婚

● 

□◎ 

７
８
 

〆､<ノレ－

ブラジノレ

上江洲智仁

大111昌綱

(仲村渠昌保）

□ アルゼンチン

プラジル

ペノレ_

９
ｍ
、

(山Ⅲ滋海）

(111型桂石）

/、ワイ

ハワイ

１２ 

１３ 

西鈴

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｎ
ｍ
 

スに転

。
◎
◎
。
◎

年渡航

, 
○
○
○
 洲智済inc 

３
４
５
６
７
８
９
０
 

１
１
１
１
１
１
１
２
 大正１２

稗鰍|謹鯛11警官
兼城 １ 

２ 

iii鑑憲ほこ三雲Jfii蝋埋通）
大田

１
２
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３イ'|'宗恨チヨ

４喜久L1VIJi1研

５前城仁栄

６渡嘉敷蝋文

７上江洲智吉

ブラジル

同

南洋トラック

朝鮮(黄海道）

ＵＳハワイ

'1M和初期に移住，後続ナシ

夏島

内東型

ハワイ烏ヒロTIj又吉病院

１真境多fi幸正

２真境名真永

３真境名兼信

４束江lＷｉｉＵＩ

５（仲村渠智紀）

台湾(基隆）

台湾(雑隆）

台湾(嘉義）

ブラジル

ブラジル

小洲要塞司令部'14｢舎内

小洲要塞司令部`F｢合|ﾉ］

曽文駅官舎内

？ 

('１１村渠智広長男。’１１M和８年リオ。

上江洲

南洋パラオ烏

南洋
一ム 湾に！

＿ムコ、 ｉｉ２ｉ に１

，台１鯉；

南洋パラオ島

同

同

同

同

同

同

同

同

同

(''１宗liML守

(Ｉｌ１宗根腿保

国吉Ｗｊ正

国吉清吉

国吉安

国吉日幸

国吉日郷

国吉永雄

図吉幸慶

ｌＫ１Ｔｌｆ昌太

仲村元Tlj，

糸敷鉄雄

糸敷岩聴

糸敷Ⅲ:之助

糸敷正春

コロール村産業試験場内

南洋庁水産試験場内

警察官吏

警察官吏

同上の妻

烏島

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｎ
ｍ
⑬
皿
砠

l比嘉氏秀

２比嘉艮仁

３比嘉艮輝

４比嘉艮迷

５大城ＭＩＩ信

６勢〕111粁宗魁

７波慶次太賀

８末吉朧徳

９末古朝助

大原 ？ 

？ 

？ 

？ 

ダバオ州

パギオ耕地

イヌワソパルタソ耕地

一くノレ－

｜司

同

同

比ミンダナオ

同

同

シンガポール

同

＊
＊
＊
＊
 

資料：『具志)||尋附高等小学校50周年記念誌』（昭和９年発行）「卒業者の活動状

況・在外者iWi」''１の外地・外国居住者1151名の承を記す。（）内は別資料
による迫力||・表'1]の○＊等の印は，親族関係にあるものを示す。
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この表には，名人の出移民に|察しての各人の人間関係を中心に註記して

ある。その中の，いくつかについて，例示的に，少し詳しく記載しておこ

う。

個人名は，公刊された資料に基づいているし，村の移民の記録を残すと

いう意味を含めて，そのまま用いている。

移住した人の一部の家族関係については，前出の拙論「久米島の海外出

移民の社会経済的特'性」に，図で示しておいた。

（１）ハワイおよびアメリカ合衆国向渡航の事例

沖縄からの海外移民は明治32年（1899年）のハワイ移民で始まった。し

かし，明治40年に白山移民は禁止され，それ以後は呼寄せ移民だけに制限

された。『具志川村史』によれば，「具志Ⅱ|村からは，明治39年に西銘の

上江洲智吉と上江洲智倫（林）が医師として波布（ハワイ島ヒロ市又吉病

院)，大正３年に中村（仲村架）昌広，同４年に与世盛智郎と西銘出身の

渡航が続いた。昭和８年に山里出身の111里景克（慈海）が渡布して慈光園

を創建，戦後に弟の111里桂石iMni布して兄と共に活躍している。中村（仲

村渠）昌広は大正８年にハワイから北米ロメアンゼルスへ転住，その頃西

銘出身の山城栄郎（良）も北米に居住するようになった。太平洋戦争でペ

ルーから仲村渠の田幸耕吉が北米に送られて定住し，戦後は上江洲智秀が

ロソグビーチの米国政府立病院で活蹄している｡」（578ページ）とある。

このように，ハワイ，アメリカ合衆国については，その例が少ないだけ

でなく，この事例を見ても，その職業は，医師，聖職者といった特殊な知

的職業であることが分る。上江洲智倫は，チソベーのトウトウ（島の守護

神を祭る司祭者）の血筋に当る旧家，石垣殿内（トソチ）の山であり，山

里出身の山里景克（慈海）も山里殿内と呼ばれる旧家の出である。上江洲

智秀はハワイで生れた上江洲智倫の子（長男）であり，日本の慶応大学医

学部に留学し，父の後を継いだ。ちなゑに付け加えると，次男も東京大学

医学部に学び，惜しくも沖縄戦で死亡されたとのことである。

（２）ペルー向渡航の事例

上記の具志川村史には，既に述べた歴史的規定による第１期移民と目さ

れる大正前期までの移民については，次のように記されている。「南米ペ

ルーへの沖縄移民は明治39年に開始されたが，具志川村.からは翌Iｿ]治40年

Hosei University Repository



7４ 

に１１１１地の111城山戸が渡航，４２年には具志川（字）の我謝政徳，仲地の仲地

宇志屋，大田の上江洲智金，４３年に仲地の111城亀井が渡航した。大正３年

には(1'１地の１１１城英逸，イ''１村渠昌保，仲村染昌志，福里昌次，大正４年に仲

泊のｲｌｌ１村染広郎がそれぞれ渡航し，大正６年にはｌＩｌ１村架（字）の前川信栄，

仲田清脚，１１１Ⅱ|重信，内里清喜，山)||善源，具志)||の久手堅憲英，喜納太

良……がⅡ|次いで渡航し,」とある。

仲地の山城１１１戸については，村史の記録に名前がのっているが，その内

容についてはつまびらかでない。

具志川の我謝政徳は，我謝真牛の次男である。長ﾘjは'三l露戦争に参加し

たということを，村の人は記憶している。それによって死亡したかどうか

は定かではない。死亡しているとすると政徳は，実質的には長男の立場に

立つ。｜ﾘ｣治42年に契約移民としてペルーに渡航している。長男政行は明治

42年に本繍地で出生しているので，妻子を村においての単身渡航であった

と考えられる。年次はつまびらかでないが一時帰国し，少なくとも大正７

年頃妻と阿波航していることは碓実である。その後，（多分大正15年）沖縄

において'1]学まで進学ざせ在学していた長子我謝政行左呼寄せ移民として

ペルーに呼寄せている。以後一家は，ペルーのカヤオで生活を築いてい

る。字共志川では最初のペルー移民であったので，その移民動機は経済的

理由と考えられているが，宇内では先覚者として評llliされている。

仲地の'''１地宇志屋については，村史の記録以上のことは，不明である。

ただし，佐久川真刈（真加良）が大正末年にペルーに渡航したのが，仲地

宇志屋の呼寄せによるものであったとの証言があり，以後の移民継続に役

割を果たしていることはたしかである｡しかし，呼寄せによって渡航した

佐久川真刈と妻ウソは，昭和４年にカヤオで長男を出生したが，この子は

昭和４年に死亡，続いて昭和６年に真刈自身が死亡して，係累が切れてし

まった。

仲地の山城亀井は長男である。村.史ではIﾘ｣治43年に渡航したと記録され

るいるが，村の人の記'億では，大正６，７年頃という。その記憶の根拠に

は，その頃，１１１城亀井の弟の'１１城昌睦（次男)，山城昌次（３男）が相次い

で渡航していることがある。両方が正しいとすれば，一時帰国して再渡航

し，その'祭弟を同伴したと考えられるが，たとえ帰国しないでも二人の弟

を１坪寄せたことは確かである。記録と村の人の記憶を探るかぎりで，戦前

（昭和10年代）に帰国し，村で生涯を終えている。
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仲地の仲村渠昌志（昭和８年当時の在ペノレー具志)||村人会会長）は，仲

村渠昌力Ⅱの長女ナベの長男で，契約移民として】大正３年（村史では３年

とあるが聞き書きでは５年ともいう）ペルーに渡る。ペルー，カヤオで食

堂（カフェテリア）を開く。妻ナベとの間にカヤオで２男４女を得て，昭

和13年に家族一同と帰国。帰国後１女をもうける。戦後，夫妻は，３女，

４女，２男を伴ってペルーへ再渡航し，彼の地に安住し，彼の地で生涯を

終える。

仲村渠昌志は，大正11年，異父弟である山里の仲村渠昌亀（４男６女の

長男）を単身呼寄せる。ＩｌＩｉ村渠昌志と同じくカヤオで食堂（カフェテリ

ア）を経営し，大正14年，仲村渠昌則の３女ウシ（高等小学校卒業。当時

女子で高等科に進学したものは10名に足りなかったというから，高学歴者

である）を花嫁移民として呼寄せる６カヤオにて１男２女を得，多忙なが

ら家業はllIH調であったが，健康を害し，’1F1和８年，家族一同で帰国。

仲村渠昌志は，また，昭和初年に従兄弟の(''1村渠昌壱をも呼寄せた。仲

村渠昌壱の家族はペルーに定住した。

山里（村史では仲地）の福里昌次は，福型昌男，ナピの次男で，大正３

年に単身ペルーに渡航した。渡航の動機は経済的なものを除いて不明であ

る。昌次の渡航後の活動は，不明の部分が多いが，数回，日本への帰国と

再渡航を繰り返しているという証言があり，後続移住者への情報提供と呼

寄せに一定の役割を果たしたことがうかがわれる。昌次の兄の昌清(長男）

は家督を継いでいたが，子供は女子ばかりであり，そのため，大正15年仲

村渠昌性，ウシの３男昌全を養子に迎えた。同時に仲村渠昌義，ウトの長

女カメを養女として迎え，両者を婚姻させる。昭和３年に，昌次は，兄の

養子の昌全をペルーに1坪寄せ移民として呼んでいる。

福型（旧姓仲村渠）昌全は，叔父昌次の呼寄せで，昭和３年家族を置い

て単身で移民した。契機は叔父の呼寄せであるが，動機は，全く経済的な

もの，つまり<金儲け〉であったという。昭和初期は，大正中期まで比較

的好調に支えられていた黒糖の価格が大正９年以降暴落し，黒糖１樽（120

kg）が10円位であり，それに相当する原料砂糖きびの価格は３円ほどで，

人を雇って刈り取ると欠損が出たという。昭和３年頃のペルーへの渡航費

は単身で120円を必要としたので，渡航に当って妻の実家の親から１００円

を借りた。

ペルーのカヤオでは，岸本憲栄という沖縄本島の名護出身の人の経営す
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る理髪店で働く。月給は日本円で約501']。ここから生活費その他すべてを

賄う。ここで７～８年似いﾌﾟこが，この仕斗下では金はたまるものではなかっ

た。その後，パソの行商を始め，朝の４～５時から夜の８～９時まで働く

生活を続け，その金（約800円）を持って叔父昌次は戦前に帰国し，本家

の家督を継いだので，昭和15年福LI1家との養子縁組を解消し，仲村渠姓に

復籍。第２次世界大戦後に，アノレゼソチソ・ブラジル，アメリカ合衆国を

経由して帰国，千葉の農地を購入して居住。その土地が公共施設の建設地

として，国家の買収の対象となり，その土地を手放なして沖縄本島に居住

するようになった。

山里昌吉は，イ''１地の|｣1里ウシの子であり，大正中期に単身でペルーに渡

航している。渡航の契機は明らかではないが，カヤオで理髪店を開いてい

るので，上記福皿昌次が渡航の{''１立をしていることが想像される。大正１４

年仲村渠景林，ｸﾉﾚの２女京を花嫁移民として呼寄せる。前期の花嫁移民

仲村渠ウシと同じ墨洋丸の同船者として渡航しているので，その年は明ら

かである。

仲村渠景勝は，１１１型の仲村渠呆林，ダルの子，３男３女の長男で，前記

の２女京の兄に当る。昭和２年10ﾉ]171三１，２２歳で独身の時に，妹婿の前記

の山里昌吉の''１２寄せでペルーに渡る。船は銀洋丸であった。動機は，「当時

大変不景気であったこと｣，「家は困難であったこと｣，「家を興すため」と

考えていたことを覚えているという。渡航費は土地を担保にして用意し

た。ペルーのカヤオで，妹婿（義兄）'１１里昌吉の理髪店で働く。理髪の技

術は，そこで初めて身につけた。ただ真剣に働いた。月の収入は50円ほど

であったが，その中から義兄が郷里に送金していてくれた。借金も返し終

え，幾分の手持ちを得て，昭和16年１月に帰国。その時は「家の債務を全

部払っていたので，安心して帰ってきた」という。長男の義務を遂行でき

たという意識に支えられていたからであろう。帰国後，３６歳で結婚した。

仲村･架の山川、信は，長男であった。大正６年に，ペルーに渡航した。

重信の甥の重清の記'億によると，当時具志川村には，移民会社（徳田移民

会社という名前であった）による海外移民の募集があったという。その頃

30歳前後の者が，土地を担保として金を借り，それを資金として渡航して

いった。さとうきびの収穫と運搬が労働の契約に入っていた。夫婦でいっ

た場合が多かった。ＺｌｉＩ言は単身で渡航した。農場を出て''１Jに住承，カヤオ

で雑貨屋を開くようになってから，生活は幾分良くなった。昭和初年にﾘル
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の山川重光を呼寄せた。重信には男子がなかったので，同じ甥の山)||重清

（重光の弟）を養子として迎え，｜司じくペルーに呼寄せた。昭和13年，重

信が死去したので，rii滴は帰国した。店は，実兄の正光にあずけきた。（重

光は，昭和50年頃にペルーで死去した)。この頃に帰|工Ｉした者は多い。それ

は，治安が悪く，排|]的な雰囲気が強くなったためでもある。重清は，帰

国の時，友人知人の子供を３人連れて帰ってきた。ペルー在住の間に，渡

航の際の借金は，全て返済し終え，それ以上の送金は，郷里に残した家族

の生活費に使った。当時の移住者は，「旅に出て，金を持って錦を蒜て帰

る」ということが目的であった。正清氏は，「今考えて承ると，移民会社の

口車に乗ったと思うが，局に残っていたよりは，ちょっと生活が安定した

のではないかと思う。長男が向うに行くのは，やはり向うの条件が良かっ

たからである」という。

（３）ブラジノレ向渡航の事例

ブラジルへの第１回'三１本移民，いわゆる笠戸丸移民が出発したのは明治

41年のことであり，館２回目は明治45年のことであった。第１回移民781

名中355名が１１１１紐からのものであり，第２回移民では421名が沖縄からの

ものであった。『具志川村史』には，「初回と２１Ⅱ|の移民船で具志)||村から

ブラジルに渡ったのは，西銘の１１１里智寿，宮城保守，上江洲智健，（''１地の

又吉真加良の４人であった｡」と記されている。大正２年から大正５年ま

で，沖縄からのブラジル移民は禁l上されたから，この４名が，「先覚者」と

しての意味を持つ。

山里智寿は，西銘の出身である。波航は，家族全員で行われた。妻カメ，

長男智茂（U]治33年生)，長女ウシ（明治36年生)，２男智才（Iﾘ]治40年生）

を伴った。職業は不|ﾘ]であるが，ブラジル，サソトスTlアマルシャルペゴジ

ーニョ街に定住。長男は花嫁節を味寄せて，ブラジルで結婚，長女は，上

江洲智済の６男智訓を呼寄せて，大正15年にブラジル，サンパウロ州で婿

養子縁組をする。２男は，仲里村比嘉出身の花城消光の４女モウシと昭和

９年にサソトスにて婚姻し，一家定住する。しかし，その間智寿は昭和７

年に死亡し，昭和10年に長男智茂が家督を相続した。

宮城保守は，｜ﾘ｣治９年，宮城保輝，ウシの長男として生れ，単身ブラジ

ノレに渡航している。昭和４年ブラジル国サソパウロ州サソピセソサ郡サソ

ビセソテ市で死亡した際，死亡届けが知人仲村菜良信によって行われてい
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る。Ｉ['１村渠良信は|Ｍ１初年の波ﾙl1j者であるが，この点からすると，｛'|'村渠

良信は宮城保守のってで渡伯したものと考えられる。

上江洲智健は，上記の宮城保)B|(，ウシの２男であり，｜ﾘ]治26年に上江洲

智良，カメの養子となり，上江洲家を11:|続する。したがって，姓はＪＩＬろが，

上記の宮城保守と兄弟であり，兄と同じく【１１身で渡航している。渡航後の

詳細は不|ﾘ】。

又吉冥加良については，不|ﾘ１．

これらの「先覚者」によって，ブラジルの事情が伝えられたことは，確

かなようである。１１j:び「具志Ⅱ|村ＴＩＴ」に戻る。「大正２年から大正５年まで

ｉＩＩ１縄からのブラジル移民は禁11:されたが，大正６年と７年にはまた多数の

i''１縄移民が送り出された。翌大正８年以降は呼寄移民だけに制限され，そ

れが解除になったのは大正15年であった。大正年間に具志川村からブラジ

ノレに渡ったのは，’''１村渠の幸地政吉，１１|幸栄蔵，具志川の喜納源勝，久手

堅憲栄，１１１里の大|Ⅱ昌行，１１１城昌平，四銘の上江洲智正＊兄弟三人（＊引

用者註：上江洲三兄弟というと｣二江洲智正ではなく，上江洲智維，智昇，

智'恒のことであろう。）久間地の安慶名幸保，仲泊の{''１村渠広郎（ペルー，

アルゼソチソ経IIJ）などで，’１M和の初期には西銘のllIlll智才，其志111の宮

里勝，喜納英信，Ｉ['１地の田原秀)161(，仲泊のｲＩＩ１村渠J;と信，大田の喜納Lu智研，

仲宗根正通がそれぞれ波航し，戦後は共志)||村の久乎路忠誠，害納猛，大

田のＩＩｌ１宗根正剛，当間派祐，兼城の金城目高がブラジノレに渡っている｡」と

記録されている。

ブラジルへの波航者の人間関係は，前'11の拙論に代表的なものを図で示

しておいただけでなく，本論の節５表に，不足した分を補っておいた。ま

た「具志川部落史』にも，喜納家と山Lll家との事例が示されているので，

ここでは，多くを触れない。ただ，上江洲智俊氏に提供された写真資料は，

上江洲智俊氏の父である上江洲智研と大正年間に渡航した上江洲智維・智

昇・智恒の３兄弟との現地における関係，および３兄弟の末弟智恒夫妻と

上江洲智平・静枝（関係不明）とが，前者によって昭和９年に呼寄せられ

ていることを|ｿ化かに示しているので，その写真を褐ililiするに止める。こ

の写真には，脇書:ざに，「皇紀2594年，西暦1934年，昭和９年12月241三１，－上

江洲智恒，妻和子，－ｔ江洲智平，上江洲iMi枝伯着記念橋」と記してある。

（第２図）
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第２図上江洲家関係者の着伯記念写真

（写真中上江洲智研氏の長男〔在島〕上江洲智俊氏の提供を受ける）

（４）アルゼソチソ向渡航の事例

『具志川村史」によれば，「アノレゼソチソへの移民は，大正２年から開始

されたが，具志川村からの渡航者は，山里の上江洲智信，上江洲智仁，上

江洲智英，大田の天久栄賢，天久栄金，天久武一の数人である｡」とだけ記

されている。

上江洲の３名については，不明である。天久栄金と天久武一は，戦後

（昭和30年頃）の渡航者である。

天久栄賢は大正初年の生れで，天久真牛の４男である。昭和初年にアル

ゼソチソに渡航した。西原農林学校に在学中，先生の影響を受けて，アル

ゼソチソにあこがれていた。学校の視察の名義で単身アルゼソチソに渡っ

た。しかし，渡航資金の額は460～470円ほどであったという。兄（長男）

(現在も具志川村で農業に従事している）と儀間の友人とが出したという。

渡航後は，ブエノスアイレスで洗濯屋を始め，１年間で兄の所に４００円送

金してきた。数年後，呼寄せで妻をめとり，２男２女を設けアノレゼソチソ
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に定住した。戦後一時帰国し，Ｔｌ)渡航する。昭和30年頃，天久栄金と天久

武一を呼寄せた。天久栄金は昭和３年生れで，天久栄賢の従兄弟に当る。

昭和２年生れの天久武一も親戚すじに当り，アノレゼソチソでは二人共，独

立して洗瀝屋を洲業した。天久栄賢は昭和59年にアノレゼソチソで死亡し，

天久武一机日和58年に死亡した。現在天久栄金がアルゼソチソに在住して

いる。

この場合は，長男型でもないし，家の経済を支えるという型でもなく，

具志川村においては例外的なものとなっている。

（５）南方向け渡航について

南方向け渡航については，『具志川村史」は，次のように記している。

「フィリピソのルミオヘは，昭和２年にＩ''１村渠の山)||清光，山ＩＩｌ昌llI，昭

和12年に山川仁喜，具志川の久手堅憲氷などが渡り，マニラ麻の栽培に従

本した｡」また「南洋諸島への移民は，大正４年１月，糸満漁民によって開

始され，その中に,烏);8の仲宗根清が参力|Ｉし，南洋進出の途を開いた。大正

11年，南洋興発株式会社の労務者募集で多数の沖細移民が渡航，烏島から

も数世帯がサイパソ島へ渡った。それから昭和５，６年にかけて烏脇から

の南洋移民は年女増jlⅡＩし，漁船の盤Illiと共に,トラック，ポナペ，パラオ

の諸島へ70世帯以上の漁業移民が進出した。昭和12年12月，国吉ﾘﾘ}肋（当

時村助役）が２５トソ級の漁船を建造してトラック島へ廻航，それに伴ない

30世帯以上の呼寄移民が渡航した｡」とある。

したがって，Ifj方移民は，もっぱら烏島出身の漁業移民によって占めら

れているので，これらについては，前出の鴨沢報告に縦ろ。ただし，「上」

の部落からも，南洋興発株式会社に関わる農業移民として南方に波航した

者があったことは，館５表に示されている通りであるがｉそれは例外的と

いってよいほど少ない。

4．出移民と村との関係から見た出移民の性格

（１）学校及びチソペーヘの寄付を巡って

出移民またはその移民集団の性絡を理解する要素としては，母村との関

係の仕方の理解は必要であろう。その場合，世俗的経済的側面と理念的心

理的側面の両面において事実のｉｉｉ認をしておこう。移民各自の動機の大分
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は，経済的動機であった。それも沐母村の家経済の維持がその主要なもの

であった。したがって，その量は明硫には把握できないが，各自の送金は，

できる限りにおいて狐繁に行われた。それと同時に，いずれは母村に回帰

することを予定しているという意味で出稼ぎ性を持っている移民について

は，理念的心的側而のきづなを世俗的経済的側面において表現することは

当然のことである。これを村へのアイデソティティーの問題として考える

と，このアイデソティティーは，self-identityとsocialidentityとの二

つの側面で表現されたと考えることができる。村へのアイデソティティー

は，村で最も古い世俗内社会の知的心的中心であり，｜当Ｉらがそこの出身で

あった大岳（具志川）小学校と，世俗外的心的｢|='心であるチソベーヘの寄

付，送金という社会的行為として表現された。

『具志川小学校50年記念誌』記録によると「昭和４年，秘顧久米島村人

会より御大典記念として，大鏡，柱時計寄贈あり」とあり，さらに，『具志

川村立大岳小学校創立90周年記念会誌』記録によると「昭和８年，創立５０

周年記念として奉安殿の建設と校旗の樹立あり。在秘具志Ⅱ|村人会の献金

による」とある。同『90周年記念誌」によれば，館２次世界大戦後におい

ても，「昭和26年，在秘具志川村人会から教材資金２万円来る」とある。学

校に対する寄付行為については，学校の正式記録に残っているが，帰国し

た渡航経験者に聞いた場合，「大時計，大鏡」については記'億に残っている

ものがあったが，その他のものについての記'億は稀薄であった。

他方，チソペーに対する寄付，送金は，少なくとも２度行われている。

そして，これについての村人の記憶は，強烈である。

そもそも，チソペーとは島（具志川村，仲里村両村）の守謹ﾈ''１であり，

ﾈ''１殿は現在，具志川村仲地にある。その由来を尋ねると，チソベーとは君

南風（ぎゑはえ）のことであり，沖縄の高級神女のことである。『君南風由

来併位階且公事』（略称『君南風[h来記｣）によれば，往古から三十三君の

一人といわれる。その発祥については，「太古の世，久米局に姉妹三人有

り。長女は首里弁ケ岳に栖居し，次女は久米島東岳に梱屈し，後，八重山

（註：石垣島）に至りて宇本岳（於茂登岳）に;I11li届す。三女は久米島西岳

（宇江城岳）に栖居し，君南風職に任ず｡」（『球陽』読下し，角川版）とあ

る。「ぎみ」とは共同体;Ｉｑｌｌである「のろ」の上位にある最高神女のことで，

チソベーは具志川村だけでなく仲里村を含めた全久米島の守護神である。

チソペーのトウトウ（'１１里ハツさん）の話によれば，チソベーの社殿は，
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もともとはもっと四岳（現宇江城岳）に近い所にあった。その後今のｲｷ地

の場所に移された。現在の社殿は，昭和53年に建立されたものである。現

在の社殿の前のそのまた前の建物は，草葺きの民家の住居を転用したもの

であった。しかし，チンベーは火の神であったので，それではいけないと

いうことで昭和12年に，村.議会がその改築を計って，村の事業として瓦葺

き建物への改築を進めた。その際，村民に寄付を仰いだ。その理由づけ

ば，島の守謹ﾈ''１であるというだけでなく，次のような取決めがあるからで

ある。

前記の『君南風'11来記』は，1697～1706年（尚貞29～38年）ころ成立し

たもので，その中には，君南風の由来，位階，公事について記されている。

この中には，君南風職の知行高，君南風殿内（ドヮソチ）の普請修補，免

夫の人数などの規定，久米島において，君南風が管掌する各種祭祈，仲里

・具志川両間切から供出される人数・道共などの公事について記されてい

る。すなわち，村人は，祭事や具体的な神殿の普請などについては，一定

の労働を提供する義務があり，またこの義務を遂行することによって，村

の構成員であることがアイデソテァファイされる。それが現在寄付金を拠

出することによって（金で代替されるようになったのが，何時からかは不

明)，その義務が遂行されることになる。

当時の寄付の記録は，寄進帳として残されている｡寄進は在外者にも及

び，当時アメリカ在住の西銘の与世盛智郎，山里の山里景克（滋海)，西銘

の仲村渠昌広，ブラジル在住の上江洲智維，上江洲智昇，上江洲智研，太

田昌綱，又吉真加良，田原秀輝，田幸栄蔵，１１１里智盛，在台湾の仲村渠景

恭，吉永昌永，嘉手苅景次，山城昌成氏等の名前が記録されている。その

中で，ペルー在住者は，個人としてではなく，在秘具志川村人会の名で寄

進が行われている。

寄進１帳によれば在ペノレー具志川村人会員の寄付金は，総計２９９円60銭也

である。当時，島での日当は，５０銭ほどであったから，その金額は少ない

ものではない。渡航経験者の記'億によれば，呼び掛け人は，仲地の出身の

仲村渠昌志氏（当時の在ペルー具志)||村人会会長）であり，その呼び掛け

に応じた人は，３０～40人ほどであったという。してがって平均すれば，一

人当り５～10円の拠出金となる。当時の村の人の大多数が，１～２円の拠

出金であったことからすると，当時アメリカ在住の与世艦智郎の50円，山

里景克（滋海）の50円は特別としても，在外者中，ペルー在住者の拠出金
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も，－人当りとして決して少なくない。そして当時，渡航費の返済や残留

家族へ送金が，月に10～20円ほどであった人々にとっては，相当の負担と

考えることができる。チソペーの，それはとりもなおさず村.への社会的義

務の遂行を効果的に表現する方法として選ばれたのが，寄付金の使途を特

別に鳥居建設として指定することであったと考えることができよう。下記

の往復書簡の一部は，その間の事情を物語るものといえよう。

「拝啓その後，皆様御達者の事と存じます。我々当地に於きましても

村人一同元気で活動致し居ります。御安心下さいませ。去４月1611飛行便

で書面送付致しましたが，無事御受取りなされた筈と思います。

Ｊ君へも知らせてありましたので，早速其の資金は貴委員の方へ御渡し

なされた筈と思って居りましたが，去13日にＪ君より書面が来て居ますの

で，又今回あらためて御知らせ１１(す訳であります。彼のＪ君よりの通知に

依れば，具志川のＴ君へ資金依頼しますから左様御承知せよとの事で，本

会は至急書面をＴ君へ出して貴委員の方へ資金御波しなされる様にと知ら

せてありますから，彼のＴ君より全額御受取り下さいますよう御頼み申し

ます。

金額は以前御知らせ'１'し上げた通御承知の事と存じます。

其の資金貴委員の方へ御渡しするのが延女しましたのは，吾等互いに行

き違いが有って，ながながになった訳でありますから，左様悪しからず御

願い致します。我が村人会の御願いとしましては，出来る事なれば一日も

早く目的を完成なさって戴きたい事であります。
．．．。・・・・・・・・・・｡●●●●●

前にも申し上げましたが，本会一月の定期総会の時に'１)此資金の件に付
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

いて大分問題が八釜し<して居りましたが，ｉ新く会員をなっとくさせて委
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ＣＯ●●●●●● 

員の方へ資金引渡す様になった次第であります。会員としましても’目的
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●do●●●●●●●●●●● 

の鳥居を早く建設させる様希望して居りますので，私'(>会員皆様の希望を
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

委員の方々へ術,伝へしまして，本会の目的を達せさせる様に致しますと答
●●●●●００●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

弁してありますから，左様皆様も御承知の程樹1願ひ致します。

今後，両方共連絡を取って下さいませ。

委員各位の御1(i柵lを御祈り１１Ｉします。

細しき事は又次便に。サヨナラ。

４月16日

在秘具志川村人会会長仲村渠昌志

山里昌永殿
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i蝋瀞魑鬮［空………空……ｷﾞーーピ

鑿
第３図-ａチンペー社殿全景（昭和60年）

！ 

iｌ 
鳥居左「昭和１５年９ﾉ]建

立」と記す
第３図-ｃ鳥居右「奉納在秘潔具志

川村人会」と記す
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外委員殿

（1940年４月181＝|ペノレー国カヤオ発信)」

(註：文章内の固有名詞は，記号とした。漢字，かな使いはそのまま。強調部分の

・・はり|川者）

鳥居は，ⅡH和15年に完成し，その後の本殿の改築後も，そのまま現存している。

(第３図〔写真〕ａ，ｂ，ｃ）

（２）戦前における移民に対する村の評価ｉ

戦前の具志川村における移民の評lIIiを現在の村.民たちから聞取ること

は，ほとんど不可能である。それは，５０年という時llUのため，当時を記"臆

している人が現在ほとんどいなくなっていること，またたとえ現存されて

いる場合でも，５０年の歳月の間にその記憶と評Iilliが変質していると考えら

れるからである。しかし，次の文書から，戦前における村の評価の方向を

読取ることができよう。

前山の『具志川尋常高等小学校50周年記念誌』に記録されている記念式

典での出席者各位の式辞の多くは，木具志)Ⅱ尋常高等小学校の歴史の古

さ，その回顧と伝統の確認，教育の普及，国家有為の人材の育成への貢献

を語っているｌｌ１で，ＩＩＨ和９年の記念誌発刊にあたって，当時の具志川村長

吉浜智改氏が寄せた「所感」という一文は，次のように書かれている。短

いものなので全文を掲げよう。

「開校50年，i1iliかに光脚ある我が具志)||校の校史をlnl剛する時，吾人の

胸奥には唯限りなき感謝の念に満ちるのゑである。

殊に近々２４，５年以来，著しく郷村の膨張発展せし形勢の溌刺として生

気を示し，今や孤島民といえども彼の安政年中吉'１１松蔭の海外密行を企て

処刑せられて時代の夢を破り，意気衝天の勢いを以って村民の海外県外に

勇飛左試承る者年と共に其の数を増し，現在教育家として帝都の中央に活

躍せる当原昌松君，111里昌英君夫妻，及び喜友永ＩｌＩＩ君，内閲仁徳対，盛吉

智１１厩１．，庇>Ｍｊ１Ｉ]学に'''1村趨渠昌信君，樺太に安村仁|<(i君，台湾に内間広和

君，伯国に上江洲智昇君，軍人には，彼の熱海大戦に万里長城を乗り越え

武勲'1MＷ/こる鬼特務ilIi長_上江洲智思羽あり，宗教家には米価ハワイの天地

を教化してI<#名ある与世盛智郎師及山里滋海師あり，実業家には南米伯国

に上江洲智維羽其の他幾多の先輩有志あり，秘露亦如斯北米には仲村.渠昌

広君の活動に至る皆各|=|天与の力量を発揮し，住ﾉ(外人をさへ驚倒せしめ，
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天下を席巻せんとする慨ある士の俳(輩)出を見るに至り，’''2然として世界

的に光輝を放ちたる現実の此の全貌を直視する時，是等仲人傑士の独りと

して母校の門を１１}でざるなきに至りては一層感激の念を深からしむるもの

である。

而して誰しもが校庭を流ろ入来来江水の情ぎ流の無限の大慈愛に抱育せ

られし余光なることに想到するであろう。富祖古獄の豊かなる愛の姿，泰

然として万古不変の大鍬の偉容，洋女たる際涯刀Ｌｌｌの荘観，是成が具志川

校の全姿である。

下手でも聯句すれば『來来江水遠含惰。偉人豪傑此｢'１出』とでもして見

たい。

幾庶成が母校の幾久不易偉人傑士の門ならんことを。昭和９年３月３１

日」

同じ記念誌に掲げられた，前出の在外者名簿には，在外居住地とともに

ある部分については)ＩＭＩ業が明記されている。ある部分とは，いわゆる公務

職である。その中で，特徴的なのは，警察官と教員である。

当時の外地である台湾，朝鮮，樺太に関して見ると，台湾は12名，出身

字に特徴はないが，｜司資料｢１ｺに記されているそのllMl業を見ると12名中８名

が警察官であり，１名が教員である。樺太の１名も教員である。ひるがえ

って国内移動を見ると，ガ'１縄本局在住者41名中字四銘のllj身者が多く見ら

れるが，そのことよりも，４１名中16名が警察官，１７名が教員で，職業に大

きな偏りが見られる点が特徴的である。この傾向は，数は少なくても，八

重山の場合（３名に'１１名が教員)，本土の場合（14名｢１１３名が教員）にも見

られ，久米島在島者の場合（78名中35名が教員）にＭ１ｊらかである。（第６

表）

戦前においては，教員ならびに警察官は，官僚ならびに職業軍人ととも

に知的ならびに権力的代表者であり，社会的地位の高いものと評Iilliされい

た。この村の場合職業fl(人は皆無であるのが特徴的であるが，教員と警察

官の多いことは特記できる。特に，久米島→沖繩本島→本土，あるいは→

八重IlI，また外地向けに→台湾，樺太という空'１１]的ネットワークで考える

と，この村の人が持つ社会的上昇指向性が，ここに空間的に表現されてい

ると考えることもできよう。海外（外国）移住者の場合，これらと同じ水

準の社会的活動として名簿に記載されているということは，当時の社会的

（村内における）評llliとしては，海外移住は，単なる空１%1的移動というこ
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第６表具志川尋↑Mmj等小学校卒業者中の教員・警察官数（'１日和７年）
活
動
者
数
合
計

本台 繊

沖
繩
本
島

在八

重

111 
内
教
貝

内
警
察
宮

島湾 太 士

２
１
９
４
８
６
５
 

２
１
４
４
２
７
６
 

１
 

２
 

１
９
８
１
１
９
０
７
１
３
１
 

３
１
３
２
６
１
２
 

２
１
 

７
２
６
５
１
 

１
 

１ 
１
１
１
 

５
３
６
５
 

1 

２ 

１ 

１ 

２
３
 

２
３
 

１１１１１５１１１３１３５１５６ 

2４ ８ 1６ 'ノ

1２１１１４１１３１１４１７８ 251 

資料：『具志)11尋常高等小学校50周年記念誌』昭和９年発行

とではなく，村内役職，教員，警察官と同じく社会的地位上昇行為として

考えられていたことを示していると考えることができよう。

5，むすび

以上のことから次のことがl肌1らかになった。

①山移民の時代的経紳は，前回の調査で推定されたことであるが，今ｌｕＩ

全村に調査対象を広げてぷても，同じ傾向が見られた。つまり，明治末

期から大正前期の出移住者は第一期のグループとすることができ，それ

は村内上層者の出身者が主体であった。大正後期から１１８和初期の出移住

者を第二期のグループとすると，それは大部分雛一期の出移住者の呼寄

せであることが|ﾘ化かになった。

②その両者を含めて，共に１１}稼ぎ型移民である。それは戦前において，
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その大部分が帰村ないし帰国している事実からも明らかである。それと

同時に，長男出稼ぎ型の移住が特徴的に見られる。

③出移民の地域的傾向を見ると，前調査で対象にした(''１村渠・具志川・

仲地・'１１里に力Ⅱえて，それに隣接する西銘・上江洲からの出移民が多

い。これらは地域的に見ると，内陸の111地に位置する「-1:（アギ)」の部

落である。その中でも，前の４部落からはペルーへ，後の２部落からは

ブラジノレおよびハワイへ向った者が多いというlljH向が見られる。海岸に

近い兼城・大'11．烏島・大原等からはハワイ・中南米移住は全くない

か，また，あっても極めて少ない。その中で，特に烏烏は，久米島の

「むら」に他から明治期に新たに移住し，参入してきた人達の社会であ

り，かつ主要な生業は漁業であるという事情もあって，移住は，専ら南

方の漁業およびそれに関連しｿこ加工業を指|、していた。その他の部落の

中で，大田からは，全く別個にアルゼソチソヘの移住者を出している

が，それは，「上（アギ)」の部落と直接関係を持たない。

④以上のことは，「上（アギ)」の部落においては，移住に際しての人間

関係で，もっぱら親族関係に依拠していることを物語っている。同時

に，海岸の部落の大原の場合は，この部落が11~'四銘に属し，櫛成員の一

部が西銘と関わりを持っていたことによって説明できる。

⑤大岳小学校およびチソベーヘの在外者による寄付行為は，その動機お

よび経緯を見ると，一つには移住の出稼ぎ性が，そして，それと同時

に，外地にあっても「むら」の構成員の一部であるという意識が強く働

いていることが読取れる。寄付に当ってもその点を強く示せるような配

慮がされたことを伺い知ることができる。例えば，チソベーヘの寄進に

当っては，鳥居建設費と指定していることなどに見られる。

⑥戦前における移住者，ないし移住という行為に対する村の評llliは，社

会的Iilli値づけとして，高いものであった。

⑦しかし，現在，戦前の海外移住に対して，全休としての村の雰囲気

は，無関心を装っているように見える。初め，役場に移住関係資料が全

くなかったばかりでなく，移住経験者の数は極めて少ないといわれてい

たにもかかわらず，外来者である私が調べていく中で，徐左に，移住経

験者の数が増えてきた。かつての海外移住の経験や記憶は，現在の日常

の中では，「|思れたもの」となっている。それは，どうしてなのであろう

か。日本経済の発展が，そうさせていると考えることは，極めて常識的
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な判断であるが，他にも何等かの理111が存在するのかもしれない。それ

とともに，かつて，この村としては決して少なくない海外移住者を送り

出していることからすれば，そのことが，この村の社会にｲiIIらかの意識

の上での影響を与えているはずである。この点については，いまのとこ

ろＩＭＩ題として残されている。この問題は，「島」の「むら」の閉鎖性ない

し開放性の|川題と関わる今後の問題として磯っている。

本調査に当っては，↑''１純県庁，仲里村および具志川村役場，その他関係

機関の方々には多くの適切な使宜を与えて下さるなど有難い協力を受け，

大変お世話になった。また，イソタヴイューに際しては，現地の村の人々

の暖かい協力を得た。特に，llUi不同ながら，宮LIl清光，」二江洲均，仲村昌

尚，（''１村静枝，久手堅太郎，上江洲智俊，祖根政脚，山川正情，喜納英二，

仲村･珊勝，天久栄光，天久栄貝，古里智1ﾘ１，イ''１村昌全，111里ハツ等の方々

の名前を記し，）早く御礼１２|'し上げたい。

（この調査報告作成に当っては，その調査費）|]の一部に昭和59年度法政大

学特別研究助成金の助成を受けた｡）

Hosei University Repository


